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１．目的  

江の川の中，上流域では，南米原産のオオカナダモ

Egeria densa の繁茂によって在来生態系の低下や枯死藻

体に伴う水質, 河川景観の悪化や，異常繁茂または切れ藻

による治水・利水の障害，アユなどの水産上有用魚種など

の漁業活動にも支障を及ぼす恐れが懸念されているため，

その現状をモニタリングし，物理的環境特性から繁茂，流

失要因を検討することを目的とした． 

２．方法 

本研究のフィールドは，図-1 に示す三次市から土師ダ

ムまでを対象とした． まず，オオカナダモの被度を算出

ため，UAV を使用して河道内を撮影した．期間は，2016

年 5 月 28 日， 8 月 18 日， 11 月 16 日の 3 季にわたり

実施した．撮影画像は， ArcGIS 10.2 で 200m ユニット

ごとの被度を算出した．次に，平水時の流速及び水深を

iRIC の Nays2D Flood ソルバーを用いて算出し，10m×

10m グリッド被度との関係性を検討した．また，出水時

における流量ピーク時の状況を iRIC で再現し，特に，8

月と 11 月の減耗が 70％以上の 2 エリアで，流失面積と流

れ場を比較しその関係性を検討した． 

３．結果と考察 

オオカナダモは，図-2 に示す撮影範囲のほぼ全域で確

認され，ユニットあたりの被度は，10～30％の割合が 70％

以上を占め，8 月は全域で増加傾向を示した．図-3に示す

平水時の水深，流速との関係性は，流速約 1.0m/s，水深約

2.5m 以下の幅広い水理条件で高被度域がみられた．流速

が 1.0m/sec を超える場所でも高被度域が散見され，流速

が大きい場所が必ずしも不利な条件ではないことが示唆された．図-4に示す 10m×10m グリッド内の流速はエ

リア 1 で最大 3.00m/s，エリア 2 で最大 2.28m/s となった．無次元掃流力は，エリア 1 で最大 0.0438，エリア 2

で最大 0.0244 となった．また，流失面積と流速，無次元掃流力に着目すると，両サイトともに，流速が 2.0m/s， 
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図-1 水質調査地点及び撮影範囲 

 
 

図-2 計算区間  

*エリア 1，2は流失面積算出区間を示す 
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無次元掃流力が 0.026 を上回る箇所で 20％以上の流失が多く発生していた．流れ場の解析の結果,オオカナ

ダモの減少の主たる要因の一つして，出水時の河床変動が大きく左右しているのではないかと推定された． 
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図-2 撮影範囲におけるオオカナダモの季節別被度分布 

*図中左下のハイドログラフは調査期間における吉田観測所の値を示す 
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図-3 平水時の水深，流速とオオカナダモの被度

（8月）の関係 
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図-4オオカナダモの流失面積と流量ピーク時における

流速と無次元掃流力との関係性 
*1 はエリア 1，2 はエリア 2 の結果であり，各エリア
について，（a）流速(m/s)，（b）無次元掃流力を示す． 
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